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ペットショップ等の第一種動物取扱業では，不特定多
数の来客と動物との接触があり，動物の病原体保有状況
や健康状態によっては，人における動物由来感染症の発
生が懸念される．犬や猫から人への感染あるいはその可
能性が示唆されているものとして，カンピロバクター，
病原大腸菌，Q熱コクシエラ，犬回虫，ジアルジア，ト
キソプラズマ，皮膚糸状菌等がある［1-9］．しかしな
がら，ペットショップで販売されている動物を対象とし
たこれらの病原体保有状況については，国内外でほとん
ど報告がない．また，サルモネラはペットの爬虫類から，
クラミジアは展示施設の鳥類から，それぞれ国内での人
への感染例があるが，ペットとして，より一般的な犬や
猫での保有状況の詳細は不明であり，ペットショップに
おける調査も報告されていない［10, 11］．
そこで，第一種動物取扱業者に対し，衛生面の自主管
理導入の動機付けを行い，動物由来感染症の発生予防，
まん延防止を推進する一助とするため，都内ペットショッ
プで飼養されている犬及び猫を対象として，動物由来感
染症の原因となる病原体の保有状況調査を実施した．

材 料 及 び 方 法

調査期間及び調査対象：平成 23 年 6 月から平成 27
年 10 月にかけて，都内で飼養施設を有して「販売」の
登録を受けている第一種動物取扱業（ペットショップ）
54 施設において，犬 364 頭から糞便 355 検体及び被毛
361 検体，猫 113 頭から糞便 111 検体及び被毛 112 検
体を採取して調査対象とした．
検体採取については，事前に採取方法の説明を受けた
施設スタッフが行った．糞便は排便直後のものを，細菌
検査用にグリセリン保存液 10ml入りの採便管（㈱前田
製作所，東京）及び寄生虫検査用に採便容器（アズワン
㈱，東京）おのおのに，母指頭大を採取した．検体回収
日の前日もしくは当日に採取し，回収時間まで 4℃で保
存した．被毛は，検体回収日の7日前から当日にかけて，
ブラッシングの際に抜けたものを 50mlコニカルチュー
ブ（Falcon®, Corning, U.S.A.）にチューブ半分程度の
量を採取し，回収時間まで冷暗所で保存した．
糞便検体については，サルモネラ，Campylobacter 
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要　　　　　約

都内ペットショップで飼養されている犬及び猫の病原体保有状況を調査した．54 施設において，犬 364 頭から糞便
355検体及び被毛361検体，猫113頭から糞便111検体及び被毛112検体を採取した．動物由来感染症の病原体として，
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O119:NM）（猫糞便 1検体），皮膚糸状菌（犬被毛 4検体，猫被毛 4検体）が検出された．施設内に病原体が持ち込ま
れることを前提とした検疫体制の整備と，施設内での交差汚染を防ぐための衛生管理が重要であると考えられた．
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［20］．クラミジア 16S rRNAが検出された場合は，omp

遺伝子を標的とした PCR法及び塩基配列の解析を行っ
た［21］．
回虫については，糞便 0.5gを試験管に入れ，生理食
塩水 7mlを加えて攪拌し，ガーゼで濾過した後に
2,500rpmで 3分間遠心した．上清を捨て，沈渣に 10％
ホルマリン水を加え，攪拌した後，30 分間静置した．
エーテル 3mlを加え振盪し，2,500rpmで 3分間遠心し
た．上部の 3層を捨て，沈渣を鏡検し，回虫卵の有無を
観察した．
ジアルジアについては，回虫検査で得られた沈査をジ
アルジア検出用標識試薬（Aqua-Glo G/C Direct FL 

reagent Kit, War terborne, U.S.A.）を用いて蛍光抗体
染色し，ジアルジアシストの有無を観察した．シストが
検出された場合は，ジアルジア分離濃縮用免疫磁気ビー
ズ（Dynabeads® GC-Combo，㈱ベタリス，東京）に
より精製を行った後，ジアルジアの DNAを DNA精製
キット（QIAamp DNA Mini Kit，㈱キアゲン，東京）
により抽出し，PCR法によりジアルジアの 18S rRNA

遺伝子の検出及び塩基配列の解析を行った［22］．
Assemblage Aあるいは Fの遺伝子型のジアルジアが検
出された場合には，GDH遺伝子を標的とした PCR法を
行い，塩基配列を解析し遺伝子型を決定した［23］．
皮膚糸状菌については，採取した被毛検体全量（約
0.4g）を滅菌生理食塩水で振り出し，振り出し液
1mlをクロラムフェニコール加ポテトデキストロース寒
天培地（栄研化学㈱，東京），サブローデキストロース
寒天培地（栄研化学㈱，東京）及びマイコセル寒天培地
（栄研化学㈱，東京）に塗布し，30℃で 6±1 日間培養
した．培養後，皮膚糸状菌であると疑われたコロニーか
ら観察用スライドを作成し，光学顕微鏡により形状を観
察し，皮膚糸状菌の同定を行った．

成　　　　　績

糞便検査結果：犬の糞便 355 検体では，カンピロバ
クター・ジェジュニ 5検体（1.4％），病原大腸菌 25 検
体（7.0％），回虫卵 1 検体（0.3％）及びジアルジア
（Giardia intestinalis以下，「ジアルジア」とする．）
116 検体（32.7％）が検出された．分離された病原大腸
菌は，ETECが16検体（4.5％），EPECが9検体（2.5％）
であり，血清型別不能であった．検出されたジアルジア
116 検体は，遺伝子型別の結果，Assemblage C（C型）
が 44 検体，Assemblage D（D型）が 72 検体で，イヌ
科動物に特有の遺伝子型のみであった．サルモネラ，Q

熱コクシエラ及びクラミジアは検出されなかった．
猫の糞便 111 検体では，EPEC1 検体（0.9％），クラ
ミジア 1 検体（0.9％）及びジアルジア 4 検体（3.6％）
が検出された．EPECの血清型は O119:NMであり，ク

jejuni/coli，病原大腸菌（毒素原性大腸菌（ETEC），
腸管病原性大腸菌（EPEC），腸管出血性大腸菌
（EHEC）），Q熱コクシエラ，クラミジア，回虫，ジア
ルジア，トキソプラズマ（猫検体のみ）の検査を行った．
被毛検体については，皮膚糸状菌の検査を行った．
検査方法：サルモネラについては，採便管の内容物

（以下，内容物という．）1滴（約 30µl）をサルモネラ・
シゲラ寒天培地（栄研化学㈱，東京）に塗布し，37℃
で 19±1 時間培養した．それと同時に内容物 0.5mlを
ラパポート・バシリディスブイヨン培地（OXIOD, 

U.K.）に添加し，37℃で 19±1 時間培養後，サルモネ
ラ・シゲラ寒天培地で同様に培養した．培養後はサルモ
ネラを疑うコロニーを釣菌し，生化学的性状試験を行い
同定した．
カンピロバクターについては，内容物 1滴を CCDA

寒天培地（OXIOD, U.K.）に直接塗布し，37℃で 38±
2 時間微好気培養した．それと同時に内容物 0.5mlをプ
レストンブイヨン培地（OXIOD, U.K.）に添加し，37℃
で 19±1 時間微好気培養（増菌培養）後，CCDA寒天培
地で同様に培養した．カンピロバクター属菌を疑うコロ
ニーは，鏡検により菌の形状及び運動性を観察した後，
生化学的性状試験及び PCR試薬（ExTaq，タカラバイオ
㈱，滋賀）を用いた PCR法により同定した［12, 13］．
病原大腸菌については，内容物 0.5mlを EC培地（栄
研化学㈱，東京）に添加し，37℃で 19±1 時間培養（増
菌培養）後，アルカリ熱抽出法で DNAを抽出した．
PCR 試 薬（Ampli Taq Gold Fast PCR Master Mix，
UP，ライフテクノロジーズジャパン㈱，東京）を用い
た PCR法により EHECの VT遺伝子［14］，ETECの
LT 遺伝子，STh 遺伝子及び STp 遺伝子［15, 16］，
EPECの eae遺伝子及び bfp遺伝子［17, 18］を標的と
したスクリーニング検査を行った．スクリーニング検査
でこれらの遺伝子が検出された培養液を DHL寒天培地
（栄研化学㈱，東京）に 1滴塗布し，37℃で 19±1 時間
培養した．培養後のコロニーを釣菌し，PCR法で標的
とする病原遺伝子の検出を行い，遺伝子陽性だったコロ
ニーは生化学的性状試験及び病原大腸菌免疫血清（デン
カ生研㈱，東京）を用いた血清型別試験を行った．

Q熱コクシエラについては，内容物 50µlから，DNA

精製キット（PureGene DNA Purification Kit，㈱キア
ゲン，東京）を用いて DNA抽出を行った．抽出した
DNA から，リアルタイム PCR 試薬（TaqMan real 

time PCR Master Mix，ライフテクノロジーズジャパ
ン㈱，東京）を用いたリアルタイム PCR法により，Q

熱コクシエラの com1 遺伝子検出を行った［19］．
クラミジアについては，Q熱コクシエラ検査で抽出し
た DNAから，PCR試薬（Ex Taq）を用いた PCR法に
より，クラミジアの 16S rRNA遺伝子の検出を行った
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学調査は報告されておらず，加納［29］も 2008 年に東
京都及び神奈川県の室内飼育猫における皮膚糸状菌の保
菌状況を調査し，皮膚糸状菌は分離されなかったことを
報告している．一方，榮らは，人のMicrospoum canis

感染症 25 例において，動物との接触が感染源と考えら
れたのは 24 例，そのうち生後 6 カ月未満の子猫が 14
例であったと報告していることから，成猫に比べて幼齢
猫の方が保菌しやすいことが考えられる［30］．また，
今回の調査で陽性となった 8検体中 4検体が同一の施設
から検出されていることから，幼齢猫の多いペット
ショップでは，汚染された個体が導入された場合に感染
が拡大することも考えられる．
これらの病原体について，都内ペットショップにおけ
る動物から人への感染報告はないが，検出された場合に
は，従業員の手洗いや施設等の消毒，動物の健康管理等
の日常的な衛生管理をいっそう徹底することが必要であ
り，動物や従業員における発症状況によっては緊急的な
販売自粛等を検討することが求められる．
今回の調査では，感染源を特定することはできなかっ
たが，ペットショップに対しては，施設内に病原体が持
ち込まれることを前提とした検疫体制の整備と，施設内
での交差汚染を防ぐための衛生管理について，行政の立
場から助言・指導を行った．具体的には，導入時点での
健康診断や検便及び駆虫，従業員に対する一般的衛生管
理の教育，消毒薬の適正な使用方法等について助言を行
い，法令に基づく記録台帳を整備することで施設の衛生
管理状況や個体の状態を常に把握すること等を指導し
た．また，本調査結果については，対象とした施設以外
の動物取扱業者においても有益な情報であることから，
動物取扱責任者研修や第一種動物取扱業施設への立入検
査の機会を通じて情報提供し，施設の衛生管理体制の整
備について注意喚起を行うことで，事業者の感染症対策

ラミジアは Chlamydophila felisであった．ジアルジア
は猫に特有の Assemblage F（F型）が 2検体，人獣共
通の遺伝子型と考えられている Assemblage A（A型）
が2検体であった．カンピロバクター，Q熱コクシエラ，
回虫及びトキソプラズマは検出されなかった（表 1，2）．
被毛調査結果：犬の被毛 361 検体中 4 検体（1.1％），
猫の被毛 112 検体中 4 検体（3.6％）から皮膚糸状菌
（Microsporum属）が検出された．このうち 4検体（犬
3検体及び猫 1検体）は同一の施設から採取されたもの
であった．

考　　　　　察

動物由来感染症の病原体としては，カンピロバク
ター・ジェジュニ（犬糞便 5検体），ジアルジア A型（猫
糞便 2検体），病原大腸菌（EPEC O119:NM）（猫糞便
1 検体），皮膚糸状菌（犬被毛 4 検体，猫被毛 4 検体）
が検出された．
人に病原性を示す EPEC血清型株について，犬や猫
における保有状況は国内では報告されていないが，海外
では飼い猫が保有していることを示す報告がある［24］．
本調査で検出された O119:NMは，小児の下痢症患者か
らの分離報告もあることから，今回検出されたことをふ
まえて注意が必要である［25］．また，今回犬から分離
された ETEC及び EPECについては，血清型別不能で
あり，人に対する病原性についてはさらなる疫学調査が
必要であると考える．
カンピロバクターについては，1985 年に板屋らが埼
玉県下のペットショップにおける保有状況を報告してお
り，犬 130 頭中 11 頭（8.5％）からカンピロバクター・
ジェジュニが検出されている［26］．しかし，それ以降
の国内報告例はなかったことから，本調査により，現在
のペットショップにおいても検出されることが確認され
た．
ジアルジア A型については，ペットショップで販売
されている犬猫からの検出報告はないが，海外では飼い
犬や飼い猫等からの検出が報告されており，ペットから
人，あるいは人からペットへの感染も示唆されているこ
とから注意が必要である［7, 27, 28］．
皮膚糸状菌についても，ペットショップの犬猫での疫

表 1　ペットショップの犬及び猫における糞便中の病原体保有状況

検体数

陽性検体数（陽性率）

サルモ
ネラ

カンピロバクター 病原大腸菌 Q熱コク
シエラ

クラミ
ジア 回 虫 ジアル

ジア
トキソ 
プラズマC. jejuni C. coli ETEC EPEC EHEC

犬 355 0 5
（1.4％）

0 16
（4.5％）

9
（2.5％）

0 0 0 1
（0.3％）

116
（32.7％）

─

猫 111 0 0 0 0 1
（0.9％）

0 0 1
（0.9％）

0 4
（3.6％）

0

表 2　ジアルジア（Giardia intestinalis）の遺伝子型

Assemblage

A C D F

犬 ─ 44 72 ─
猫 2 ─ ─ 2
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Prevalence of Pathogenic Agents in Dogs and Cats from Pet Shops in Tokyo
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SUMMARY

Pet shops commonly provide visitors with the oppor tunity to interact with the animals that are for sale.  To 
assess the risk of zoonotic infection to humans, this study examined the prevalence of bacterial, parasitic and 
fungal agents in dogs and cats in pet shops in Tokyo.  At 54 facilities, we collected 355 fecal and 361 hair coat 
samples from 364 dogs, and 111 fecal and 112 hair coat samples from 113 cats.  Zoonotic agents were detected 
and included Campylobacter jejuni (5 canine samples), Giardia intestinalis Assemblage A (2 feline samples), 
enteropathogenic Escherichia coli (O119:NM) (2 feline samples), and Microsporum spp. (4 canine and 4 feline 
samples).  Our study showed that it is impor tant for pet shops to establish a proper quarantine on the premise 
that pathogens are brought into their facilities, and hygienic control to prevent cross-contamination.
─ Key words : cat, dog, pathogen, pet shops, zoonosis.
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